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科目名 
 

文化財研究法 2B 

対象学科・学年 
  文学部文財2回生  
   
   
  
  

担当者 
 

梯 信暁 

授業テーマ 
 文献史料の解読 
授業の概要と目標 
 文献史料の解読の方法を学びます。研究法２Ａで収集した史料を解読することが目標です。この作業の間に、誰も知らない史

料に出合えるかもしれません。また、新しい解釈の方法が見つかるかもしれません。そのような発見を重ねてゆくことが、歴史

研究なのです。 

 

評価方法 
 課題提出（50％）・授業中の発表（50％） 

テキスト 
 受講生の研究テーマに応じて、授業中に指示します。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

  

 (1)関連論文より研究に必要な史料をピックアップする。 

(2)史料解読①：各自用意した史料を読み、研究を進める。 

 (3)史料解読②：各自用意した史料を読み、研究を進める。 

 (4)史料解読③：各自用意した史料を読み、研究を進める。 

(5)史料解読④：各自用意した史料を読み、研究を進める。 

(6)史料解読⑤：各自用意した史料を読み、研究を進める。 

(7)史料解読⑥：各自用意した史料を読み、研究を進める。 

(8)史料解読⑦：各自用意した史料を読み、研究を進める。 

 

 


